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● QCD臨界点におけるソフトモードは何か?

ソフトモードの描像は有限カレントクォーク質量のため
複雑で非自明となると考えられている。
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シグマ中間子モードでなく流体力学的モードか?

臨界点での有効ポテンシャル

有効ポテンシャルのフラット化
→ソフトモードの出現

Order parameter

今回、非摂動的手法である汎関数くりこみ群によってメソンチャンネルスペクトル関数を計算し、
ソフトモードの描像を新たに検証。
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●

シグマ中間子モードの
分散関係

流体力学的モード
(粒子-正孔モード)
の分散関係

● QCD臨界点付近でシグマチャンネルスペクトル関数を計算 (𝑇 = 5.1 MeV)
Critical point

● さらに近づくとシグマ中間子モードが空間的
運動量領域に突入、粒子-正孔モードの寄与と混合 シグマ中間子モードも同時にソフト化か？

● 臨界点に近付くと粒子-正孔モードが発達 (流体力学的モードのソフト化)

QCD臨界点のソフトモードに対する新たな描像の可能性

●

●

Fermi sphere


